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新
あたら

しい友
と も

達
だ ち

テーラーは， 
きんちょうが 

どのようなものかを 
知
し

っていました。

テーラーは不
ふ

安
あん

でおなかがキリキリといたみました。初
しょ

対
たい

面
めん

の
人
ひと

と話
はな

すのは，得
とく

意
い

ではありません。親
しん

切
せつ

にしたいと思
おも

いました
が，もし新

あたら

しい女
おんな

の子
こ

からきらわれたらどうしたらいいでしょう。
間
ま

もなく，テーラーの知
し

らない女
おんな

の子
こ

とほかのみんながやっ
てきました。
「初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

へようこそ！」キングズリー姉
し

妹
まい

が言
い

いまし
た。キングズリー姉

し

妹
まい

は新
あたら

しい女
おんな

の子
こ

のかたに手
て

を置
お

きました。
「こちらはジェーンよ。今

き ょ う

日の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

してくれます。みんな
で公

こう

園
えん

で楽
たの

しく遊
あそ

んでね 」と話
はな

しました。
「遊

ゆう

具
ぐ

おにごっこをしない？」と初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の一
ひと

人
り

の子
こ

が聞
き

きま
した。
「いいね。やりたい！」テーラーはさけびました。
テーラーは楽

たの

しみでたまりません！ 遊
ゆう

具
ぐ

おにごっこは，テー
ラーのお気

き

に入
い

りの遊
あそ

びでした。テーラーは，ほかの子
こ

供
ども

たち
と遊

あそ

び場
ば

まで走
はし

って行
い

きました。しかし，ジェーンが一
ひと

人
り

で立
た

っ
ているのが見

み

えたので，立
た

ち止
ど

まりました。
天
てん

のお父
とう

様
さま

は，この美
うつく

しく特
とく

別
べつ

な日
ひ

をあたえてくださいまし
た。自

じ

分
ぶん

も楽
たの

しみたいし，ジェーンにも楽
たの

しんでほしいと思
おも

いま

カナダでほんとうにあったお話
はなし

です。

テーラーは，お母
かあ

さんが初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

に必
ひつ

要
よう

なものを公
こう

園
えん

へ持
も

って行
い

く手
て

伝
つだ

いをしていました。日
ひ

差
ざ

しが顔
かお

にあ
たたかく，公

こう

園
えん

の草
くさ

は青
あお

さを取
と

りもどしていました。外
そと

はなん
て気

き

持
も

ちがいいのでしょう！
春
はる

になると，天
てん

のお父
とう

様
さま

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

してくださっていることを
思
おも

い出
だ

します。テーラーは，青
あお

空
ぞら

を見
み

たり，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

で友
とも

達
だち

に会
あ

ったりするときに，すべてのことに神
かみ

様
さま

の愛
あい

を見
み

つける
のが好

す

きでした。
テーラーがお母

かあ

さんについて行
い

くと，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

たち
が子

こ

供
ども

たちのためにゲームのじゅんびをしていました。
キングズリー姉

し

妹
まい

は手
て

をふって言
い

いました。「ジェーンが来
く

る
のよ！」
「よかった！」お母

かあ

さんは言
い

いました。
「ジェーンってだれ ?」テーラーはたずねます。
「招

しょう

待
たい

した新
あたら

しい女
おんな

の子
こ

よ。ジェーンがかんげいされている
と感

かん

じられるように，あなたやほかの子
こ

たちに助
たす

けてほしいの」
とお母

かあ

さんは言
い

いました。

ジョリン・ブラウン

した。テーラーは内
ない

心
しん

びくびくしていましたが，深
ふか

く息
いき

をすいこ
むと，ジェーンのところにもどりました。
「こんにちは。わたしはテーラー。」
「こんにちは。」ジェーンは少

すこ

しほほえみましたが，きんちょう
しているようでした。
「前

まえ

に遊
ゆう

具
ぐ

おにごっこをしたことある ?」テーラーはたずねま
した。

ジェーンは首
くび

を横
よこ

にふりました。
テーラーは，新

あたら

しいことにきんちょうするのがどんなことか
知
し

っていました。
「とっても楽

たの

しいよ！」とテーラーは言
い

いました。「おには目
め

を
とじたまま，遊

ゆう

具
ぐ

にいる人
ひと

にタッチしようとするの。ほかの人
ひと

は
みんな走

はし

り回
まわ

っていいのよ。でも，おにが『グラウンダー！』と
さけんだら，まだ足

あし

が地
じ

面
めん

についている人
ひと

は全
ぜん

員
いん

おにになるの。」
ジェーンはまだきんちょうしているようでした。

「少
すこ

しの間
あいだ

，わたしのそばにいたら？」テーラーはたずねまし
た。

ジェーンはにっこりしました。「うん！」

テーラーとジェーンは遊
あそ

び場
ば

に歩
ある

いて行
い

きました。てっぺん
に登

のぼ

ると，ほかの子
こ

たちがジェーンにあいさつをしました。
ジェーンは最

さい

初
しょ

，テーラーのそばにいましたが，すぐにほかの子
こ

供
ども

たちもジェーンを助
たす

けてくれるようになりました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の活
かつ

動
どう

が終
お

わるまでの間
あいだ

，テーラーやほかの子
こ

供
ども

たちはジェー
ンに話

はな

しかけました。終
お

わるころには，テーラーはもうきん
ちょうしておらず，ジェーンもきんちょうしていないようでした。
「アイスキャンディーがほしい人

ひと

?」お母
かあ

さんは保
ほ

冷
れい

バッグを
開
あ

けながら言
い

いました。
たくさん走

はし

ったり遊
あそ

んだりした後
あと

，テーラーは友
とも

達
だち

と一
いっ

緒
しょ

に
すわってすずみながらうれしい気

き

持
も

ちがしました。ジェーンが
家
いえ

に帰
かえ

ると，テーラーとほかの子
こ

供
ども

たちはジェーンに別
わか

れをつ
げました。

やがて，テーラーとテーラーのお母
かあ

さん，そしてほかの指
し

導
どう

者
しゃ

たちだけになりました。テーラーはアイスキャンディーの包
つつ

み紙
がみ

を拾
ひろ

っては，ゴミぶくろに入
い

れました。
「あなたをほこりに思

おも

うわ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。「あな
たとお友

とも

達
だち

のみんなは今
き ょ う

日，天
てん

のお父
とう

様
さま

の愛
あい

をジェーンに伝
つた

え
てくれたのよ。」

テーラーはそのことについて考
かんが

えました。ふだんは，天
てん

のお
父
とう

様
さま

がどのように自
じ

分
ぶん

に愛
あい

をしめしてくださっているかをさが
すのですが，今

き ょ う

日はちがっていました。今
き ょ う

日は， 自
じ

分
ぶん

が天
てん

のお父
とう

様
さま

の愛
あい

をしめしたのです。●

あなたはどのようにイエス様
さま

の愛
あい

を感
かん

じ
ますか？ 主

しゅ

の愛
あい

をほかの人
ひと

と分
わ

かち合
あ

うにはどうしたらよいでしょうか？
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